
 

 昨年１２月２５日。クリスマス低気圧の影響で、常に真冬

日の気温がプラスになり、雨降りの半日。気温上昇で雪融け

が進み庭は水浸し。排水路を切って排水作業。翌朝も暖かく

腐れ雪の排泄作業。その夕方には発達した低気圧が寒さを伴

った強風を送り込んできた。美幌では吹雪にはならなかった

ですが、北海道の日本海側や北部では数日間大変な事になっ

ている。この天候で、畑の雪も大分少なくなり、土が見え始

めています。１２月５日の根雪で土の凍結が殆ど無いので、

土壌凍結には、好都合かもしれません。 ただ、米糠を雪上に

散布した農家にとっては、不都合かもしれません。私も前回ま

では、雪上散布を心掛けていましたが、この冬は楽をして殆ど

土の上に醗酵鶏糞や米糠を散布して浅く土にすき込みました。 

２日： 満月 旧１１月１５日 

５日： 小寒 

 １７日： 新月 旧１２月１日 

 ２０日： 大寒 

 ３１日： 満月 旧１２月１５日 

      皆既月食２１時５０分頃～０時１０分頃まで 

      食の最大は２２時３０分頃 

 隣家の米糠を雪上散布した畑の様子。当初、私も良い時期

に散布したと感心していましたが、強風の吹き荒れる数日。

こうなって見ると良かったのか悪かったのか？ 

  １月３１日夜に皆既月食があります。自然界の摂理の一

つに偶然にも遭遇する訳ですが、移り往く月の形、月の色の

変化の神秘に私たちの無力さを厳かに感じさせられる事でし

ょう。 

自分の無力さを受け入れたら、謙

虚になれば良い。 

 是非、子ども達に見せてあげて

下さい。 

冬とは言え１年がスタートし

ました。自然界に関わって生活す

る農家としては、自然界を受け入

れて、活かして行く事が自分たち

も活かされる事に繋がる気がし

ています。 
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栃栃栃ののの木木木かかからららののの手手手紙紙紙   
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作物 の 出荷量    ２０１８年 １月号 

【 きたあかり 出荷量 経年変化】 

２００８年から私が畑の管理を始め、当時は出荷量の少なさに悩んでいた訳ですが、お恥ずかし

ながら昨年は、最低の出荷量を記録しました。  

 ２０００年から現在の畑で自然農法が始まり、殆ど芋ばかり作付けしていますが、きたあかりは、

２００４と２００８から２０１７年に生産されていてその出荷量の推移が下のグラフです。数字は

反当たりの出荷量に置き換えています。 ２００４・２００８から２０１１年は、収穫物を大コン

出荷していますので、比較

対象の反当たりの出荷量と

しては、グラフの値より少

ない値になります。 

 ２０１３年から反出荷量

が増えた理由は、 

・有機質資材の冬期散布 

・有機質資材の分散散布 

・無防除の実施 

・不耕起栽培 

・複数品種の選定 

・雑草が多くなった 

・緩衝作物にひまわり 

等が挙げられますが、どれ

が効果あったのかわかりません。 

ただ、今まで行っていなかった事を実

施しただけです。 

 【 作物別出荷量推移 】 

昨年は、自然農法畑で生産する全ての

作物の出荷量が少なくなっています。

その表が左の表です。 

 悪い中でも、早生系の「とうや」、耐

疫病性の「さやあかね」は、出荷量の

上位にあります。 

 【 無肥料栽培 「とうや」 】 

植物質堆肥や資材を使った栽培を無肥

料栽培と規程し動物質堆肥や資材を使

った栽培とどの位の差が出るのか？ 

  無肥料栽培では、 

・Ｓ小玉が有肥栽培の１．４倍位多い。 

・外品は同程度 

・出荷量は有肥栽培の半分 

  有肥料栽培でも 

・慣行農法の１／３程の出荷量 



昨年の土壌分析        ２０１８年 １月号 

  食べ物の栄養価を気にする様に、農家の人は、土の成分を気にしている。 

 下の表は、昨年の初め（２０１６年の値）と昨年の収穫後（２０１７年の値）の土壌分析値。 

 慣行農法の畑では、石灰質の資材を多用しても化学肥料の成分で土壌の酸性化が進んでしまいま

す。その為、「ｐＨ」が低く（酸性傾向）、「苦土（マグネシウム）」と「石灰（カルシウム）」が不

足していて土壌の成分バランスを悪くしている。 

 昨年の極端な出荷量減少は、普及員の方が仰っていた「芋の連作連作で畑が疲弊して、芋が作れ

ない状態になる」と言う事の現れなのだろうか？ 

 

【 ビートの遊離土 】 

 ビートの遊離土、これを堆肥にしたら植物質堆肥。でも今まで土場に積み上げて草だらけになっ

ている。昨年秋に「草を苦労して取って綺麗にしたから、遊離土を畑に散布してこの場所を空けて

くれ。」という方がいた。明らかに、雑草で苦労する事になるから、「それ程に良いものなら何故今

まで使わなかったのか？お宅の野菜畑に散布しておきましょうか？」というと、「野菜畑には振ら

なくていい。」という。行き当たりばったりの無計画のお方。 

 でも、自分の畑から出た遊離土。初めから堆肥にするつもりで管理したら良い植物質堆肥になり

そう。早速、この秋に出たビートの遊離土を別の土場に運んで隔離。植物質堆肥であれば、自然農

法の畑に散布する事が出来る。毎年出て来る植物質資材（ビートの遊離土）の堆肥化試験を始めま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今年 の 行事予定       ２０１８年 １月号 

 

 ここ数年、次々と手足を奪われる様な思いで美幌会の活動を行っ

ていました。 

そんな会の活動は、農業・自然農法を現実に行われている現場で

観て貰う・体験して貰う形に変化して来ている様に感じています。 

現場に足を運んで貰い、現状を観て貰い、現実に体験してもらう…。

その事が参加者のこころとからだの健康に寄与し、健全な地域社会

づくりに繋がるひとつの在り方として考えています。 

昨年、苦しんで活動した割には結果として下記の様な活動が行われ、それが今年の活動に引き継

がれる形になりました。 昨年は、５月に播種体験して頂いた大豆が、ハトのご飯になり大豆を廃

耕して緑肥に変更したため、秋の大豆収穫体験がありませんでしたが、今年は、大豆収穫体験を予

定しています。 

 

下記の（）内は、昨年の実施日と 参加人数です。今年に於いては、

昨年と似た様な日付で週末の土曜 日、１１月は勤労感謝の日を計画

させて頂きます。一人でも多くの方 に非日常の世界を体験して頂き、

自分たちの生活の在り方について 考え、こころ豊かな生活に繋がる

様に皆さんの参加をお待ちしています。 

そして、主催する側も精いっぱいの準備で皆さんを受け入れ

させて頂きます。とは言っても、参加者に準備を手伝って頂く

くらいの活動が愉しいかもしれませんね。 

 

【 実施月日 】     【 実施内容 】 

３月（１８日）  美幌会総会（９名） 映画上映（１５名） 

４月（ ８日）  家庭菜園セミナー（４名） 

５月（２１日）  ホワイトアスパラ収穫体験（１名） 

   （２７日）  大豆 播種体験（６名） 

６月（２５日）  グリーンアスパラ収穫体験（１名） 

７月（２２日）  お芋で花見 野草で挿し花（４名） 

８月（ ６日）  自然農法芋収穫体験 ひまわりの癒し（４名） 

１０月（新規２０日）大豆 収穫 ニオ積み体験 

１１月（２３日）  芋の食べ比べ（９名） 


